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    吉井川よしいがわにはタナゴの仲間な か まがたくさん生息せいそくしています。タナゴは、小型こ が たで色いろのきれいな 魚さかなです。特とくに雄おすは産卵さんらんの時期じ き になると、 体からだや鰭ひれが鮮あざやかな色いろになります（婚姻こんいん色しょくと呼よ びます）。婚姻こんいん 色しょくは、種類しゅるいによって違ちがっており、それも魅力みりょくのひとつです。        ■■■■タナゴタナゴタナゴタナゴのののの生態生態生態生態せいたい    タナゴは、二枚貝にまいがい（イシガイの仲間な か ま）の中なかに 卵たまごを産う みつける変かわわった習 性しゅうせいがあります。 タナゴの雌めすは、泥どろや砂すなの中なかに 体からだをうずめて暮く らしているイシガイ等などの貝かいの口くちが開あ いているときに、産さん卵管らんかんを貝かいの中なかに差さ し込こ み 卵たまごを産う みつけます。        貝かいの中なかでふ化か したタナゴの子供こ ど もは、やがて貝かいから飛と び出だ した後あと、流ながれのゆるい場所ば し ょや水草みずくさのある場所ば し ょで群む れをつくって生活せいかつし、成 長せいちょうしていきます。            ■■■■タナゴタナゴタナゴタナゴのののの現状現状現状現状げんじょう    川かわの水みずや川底かわぞこが汚よごれてくると二枚貝にまいがいがすめなくなり、やがてタナゴもいなくなってしまいます。 全国的ぜんこくてきに見み ると、二枚貝にまいがいやタナゴの棲す み場所ば し ょは少すくなくなっています。  

アユアユアユアユ    

    アユは、一 生いっしょうのうち海うみと川かわを行い き来き する回遊魚かいゆうぎょと呼ばれる 魚さかなです。古ふるくから日本に ほ んの人々ひとびとに親したしまれている魚さかなであり、吉井川よしいがわでもよくみられる代 表 的だいひょうてきな 魚さかなです。            ■■■■アユアユアユアユのののの生態生態生態生態せいたい    アユの 命いのちはだいたい一年いちねんです。 ①秋あきに、中下流域ちゅうかりゅういきで生う まれた子供こ ど もは、川かわをそのまま下くだり海うみに出で ます。 ②冬ふゆの 間あいだ、プランクトンなどを食た べて成 長せいちょうします。 ③５～６㎝に成 長せいちょうした稚ち アユたちは、春はるになるといっせいに川かわを上のぼります。 ④坂根堰さかねせきはアユの通とおり道みちにあたり、多おおくのアユは堰せきの魚道ぎょどうを通とおってより 上 流じょうりゅうを目指め ざ します。 ⑤川かわの 中 流 域ちゅうりゅういきまでのぼったアユは、川底かわぞこの石いしの表 面ひょうめんにはえているコケ（付着ふちゃく藻類そうるい）を主おもに食た べるようになります。そして、自分じ ぶ んの食た べものを確保か く ほするため「なわばり」をつくり、他ほかのアユが入はいってくると攻撃こうげきするようになります（この習 性しゅうせいを利用り よ うした友釣と も づりという独特どくとくの釣つり方かたがあります）。 ⑥成 長せいちょうしたアユは、秋あきになると川かわの中下流部ちゅうかりゅうぶに集あつまり、小砂利底こ じ ゃ り ぞ この瀬せ で産卵さんらんし、一 生いっしょうを終お えます。        ■■■■アユアユアユアユのののの現状現状現状現状げんじょう    現在げんざい、吉井川よしいがわでは、放 流ほうりゅうや魚道ぎょどうの設置せ っ ちなどの配慮はいりょにより、たくさんのアユを見み ることが出来で き ます。今後こ ん ごとも、アユが棲す めるきれいな川かわを維持い じ していくことが重 要じゅうようです。
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